
扉を閉じた状態で、上図の様なズレがある

場合は、扉を開き次の手順で蝶番の調整を

行ってください。

・上記のネジを軽くゆるめると蝶番が矢印

　の方向に前後するようになります。

・ネジをゆるめ過ぎると蝶番が外れ、扉が

　落下する恐れがありますので、ご注意

　ください。

①

・扉を奥に押し込む際は、ネジをゆるめた状態

　で、扉を本体側に軽く押し込んでください。

・扉を手前に出す場合は、ネジをゆるめた状態

　で、扉を手前に引いて下さい。

②

・調整後は、ゆるめたネジを締めなおし

　蝶番をシッカリと固定してください。

③

下図の様なズレの場合

・上側が前に出過ぎている。

・下側が奥に入り過ぎている。

・上側についている蝶番を、上記手順で

　少し奥に押し込む。

・下側についている蝶番を、上記手順で

　手前に引く。

・上下の蝶番を前後にズラし、扉と本体の

　隙間がまっすぐになるように調整して

　ください。


